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従来のバルク無機半導体に基づくデバイス工学から、離
散化エネルギー準位を有する新電子材料を用いたデバイ
ス工学への進展を目指して、融合領域である界面工学に
基づくデバイス物理の解明＆界面ならではの機能性発現
を目指しています。量子力学に基づく無機半導体量子
ドット、量子化学に基づく機能性有機材料に代表される
量子エレクトロニクス材料間の界面、その集合体である
誘電体・半導体のナノ構造体からなる界面から生じる現
象を電子光デバイスへと応用展開を図ります。

光デバイス分野、センサ、フレキシブル・プリンテッドデバイス

界面工学に基づくプリンテッド光デバイス技術
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＃発光デバイス ＃受光デバイス ＃プリンテッド材料・デバイス ＃量子ドット ＃プロセス技術
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可視光から X 線に至るさまざまな光は、ナノ構造との相互作用で
威力を発揮します。

• 可視光域では、モルフォ蝶の「広角で単色に輝く」特異な性質は色あ
せない発色材や光源に使えます。

• 反射を透過に転用すると、明るくて広拡散の窓や照明ができます。生
物の優れた機能は環境・エネルギーの負荷が小さい点が重要です。

• X 線では、走査型トンネル顕微鏡（STM）との合体で、他にない「原
子スケール元素分析」「X 線による原子移動の観察」等ができます。こ
こから半導体や電池などの微細部で新たな化学分析が期待できます。

発色・光輝材、建築・照明、ナノデバイス（半導体・化学）分析

「光とナノ構造の相互作用」から
生物模倣材料・原子レベル分析へ
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